
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

発

生

の

た

め

の

同

意

の

認

水

産

課

定

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

教

育

委

員

会

】

○

平

成

三

十

年

度

岡

山

県

公

立

学

校

長

（

任

期

付

教

育

委

員

会

職

員

）

選

考

試

験

の

実

施

岡

山

県

公

報

平成２９年７月２５日 第１１９０８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

加
入
区
の
名
称

真
鍋
島
加
入
区

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
四
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ－

５

鏡
野
店

所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
布
原
字
一
番
丁
場
一
三
六
番
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ

住
所

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
一
五
号
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
ツ
田
佳
史

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(1)
（
変
更
前
）
名
称

株
式
会
社
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ

住
所

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
一
五
号
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
ツ
田
勝
規

（
変
更
後
）
名
称

株
式
会
社
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ

住
所

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
一
五
号
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
ツ
田
佳
史

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(2)
（
変
更
前
）
名
称

株
式
会
社
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ

住
所

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
一
五
号
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
ツ
田
勝
規

（
変
更
後
）
名
称

株
式
会
社
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ

住
所

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
一
五
号
八
番
地
の
一

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

三
ツ
田
佳
史

４

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
五
月
八
日

二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

倉
敷
市
老
松
町
四
丁

公
共
測
量
（
倉
敷
市
都
市
計
画
図

平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日
か
ら

目
地
内
ほ
か

修
正
業
務
委
託
）

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
ま
で

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

倉
敷
市
寿
町
地
内
ほ

公
共
測
量
（
倉
敷
市
都
市
計
画
図

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

か

修
正
業
務
委
託
）

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
黒
尾
字
窪
田
三
四
四－

五

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
浜
野
一
丁
目
一－
八
浜
野
宿
舎
Ｃ
三
〇
四
号

金
谷

直
明

金
谷

知
恵

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
八
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
ノ
割
六
二
六－

三
、
六
二
六－

四
、
六
二
六－

五

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
大
福
三
六
二－

一
〇

難
波

隼

難
波

日
和

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
一
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
軽
部
字
八
幡
後
八
五
二－

一

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
一
宮
五
四
六－

四
ク
ラ
ヴ
ィ
エ
一
宮
Ａ
棟
一
〇
二
号

麻
生

健
二

麻
生
万
記
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
一
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
二
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
三
二
七－

一

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
三
門
東
町
五－

一
七

二
号
室

赤
沢

亮
二

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
五
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
二
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
一
六
四－

一
、
一
五
三－

一
、
一
五
二－

一
、
一
五
四－

一
、
一
五
五－

一
、
一
五
六－

二
、
一
五
六－
一
、
一
五
七
、
一
四
九－

三
、
一
四
八－

二
、
一
五
二－

二
、
一

五
四－

二
、
一
五
五－

二
、
一
六
三－

一
、
一
五
三－

二
、
一
五
三－

四
、
一
五
四－

三
、
一
六

四－

二
、
一
五
三－

五
、
一
七
七－
四
、
一
五
五－

三
の
一
部
、
一
七
七－

三
の
一
部
、
一
五
二

－

一
地
先
水
路
の
一
部
、
一
五
二－

一
か
ら
一
六
四－

一
地
先
道
、
一
五
四－

一
か
ら
一
四
八－

二
地
先
道
、
一
七
七－

三
地
先
水
路
の
一
部

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
笹
沖
一
〇
三
四－

二
八

株
式
会
社
岡
住
実
践
ス
ク
ー
ル

代
表
取
締
役

山
田

惠
章

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
四
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
二
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

津
山
市
沼
一
五－

二
、
一
五－

三

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
三
二

創
価
学
会

代
表
役
員

長
谷
川
重
夫

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
号

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号



〔
三
二
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
一
六
四－

一
、
一
五
三－

一
、
一
五
二－

一
、
一
五
四－

一
、
一
五
五－

一
、
一
五
六－

二
、
一
五
六－
一
、
一
五
七
、
一
四
九－

三
、
一
四
八－

二
、
一
五
二－

二
、
一

五
四－

二
、
一
五
五－

二
、
一
六
三－

一
、
一
五
三－

二
、
一
五
三－

四
、
一
五
四－

三
、
一
六

四－

二
、
一
五
三－

五
、
一
七
七－
四
、
一
五
五－

三
の
一
部
、
一
七
七－

三
の
一
部
、
一
五
二

－

一
地
先
水
路
の
一
部
、
一
五
二－

一
か
ら
一
六
四－

一
地
先
道
、
一
五
四－

一
か
ら
一
四
八－

二
地
先
道
、
一
七
七－

三
地
先
水
路
の
一
部

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
公
園
、
下
水
道
、
水
路

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
）

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
笹
沖
一
〇
三
四－

二
八

株
式
会
社
岡
住
実
践
ス
ク
ー
ル

代
表
取
締
役

山
田

惠
章

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
四
号
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
公
告

平
成
三
十
年
度
岡
山
県
公
立
学
校
長
（
任
期
付
職
員
）
選
考
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

試
験
種
別
及
び
採
用
候
補
者
見
込
数

校
長
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
）
（
若
干
名
）

二

受
験
資
格

次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
岡
山
県
の
公
立
学
校
で
勤
務
し
て
い

る
者
は
、
出
願
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

１

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

２

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
及
び
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
条
各
号
に
該
当
し
な
い
者

３

民
間
企
業
、
行
政
機
関
、
研
究
機
関
、
教
育
機
関
等
に
お
い
て
、
管
理
職
と
し
て
の
経
験
を
有

す
る
者
又
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

４

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

三

任
用
形
態
等

１

任
用
形
態

校
長
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
）
と
し
て
任
用
す
る
。

２

任
用
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
な
お
、
採
用
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
更
新
す
る
場
合
が
あ
る
。

３

勤
務
先

岡
山
県
内
の
公
立
学
校
（
岡
山
市
立
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

四

試
験
の
方
法

１

一
次
試
験

書
類
選
考

２

二
次
試
験

一
次
試
験
の
結
果
に
よ
り
二
次
試
験
の
受
験
資
格
を
得
た
者
に
通
知
す
る
。

五

出
願
書
類
の
受
付
期
間

１

持
参
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
八
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日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
る
。

２

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
八

日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
間
の
消
印
の
あ
る
も
の
を
受
け
付
け
る
。

六

出
願
書
類
の
提
出
先

岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
評
価
・
企
画
班
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）

七

そ
の
他

１

受
験
手
続
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六－

七
九
一
五

２

所
定
の
受
験
申
込
書
等
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
八
日

（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
、
岡
山
県
教
育
庁
教
職

員
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。
ま
た
、
岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
1
4
5
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成２９年７月２５日　岡山県公報　第１１９０８号




